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新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農

業
共
済
制
度
な
ら
び
に
収
入
保
険
制
度
の
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
北
・
北
陸
地
方
で
の
年
明
け

か
ら
の
大
雪
、
２
月
の
福
島
県
沖
地
震
、
７

月
と
８
月
の
大
雨
、
９
月
の
台
風
16
号
の
上

陸
な
ど
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
い
た
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
県
南
部

の
豪
雪
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
が

相
次
い
だ
ほ
か
、
果
樹
の
枝
折
れ
が
多
発
し

ま
し
た
。
果
樹
は
さ
ら
に
遅
霜
や
降
ひ
ょ
う

に
よ
り
甚
大
な
被
害
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
損
害
評
価
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
員
の
皆
さ
ま

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
組
合
は
、
今
年
も
引
き
続
き
農
業
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
十

分
に
果
た
す
た
め
、
事
業
運
営
の
効
率
化
と

合
理
化
を
一
層
進
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
組
織
運
営
基
盤
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

む
す
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
農
産
物
の
消
費
低
迷
に
よ
る
米

価
の
下
落
な
ど
、
農
業
経
営
へ
の
影
響
は
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
が
災
害
の
な
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

事
業
運
営
の
効
率
化
と
合
理
化
で

事
業
運
営
の
効
率
化
と
合
理
化
で

　
　

組
織
運
営
基
盤
強
化
に
取
り
組
み
ま
す

　
　

組
織
運
営
基
盤
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
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Ｑ　
青
色
申
告
と
白
色
申
告
は

何
が
違
う
の
？

Ａ　
ど
ち
ら
も
帳
簿
が
必
要
で
す

が
、
白
色
申
告
は
収
入
金
額
や
必
要

経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
等
が
あ
れ
ば

良
く
、
青
色
申
告
は
、
正
規
の
簿
記

（
一
般
的
に
は
複
式
簿
記
）
に
よ
る

帳
簿
が
必
要
で
す
。
簡
易
な
帳
簿
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
青
色
申
告
は
事
前
（
３

月
15
日
ま
で
）
に
税
務
署
へ
承
認
申

請
が
必
要
で
、
決
算
書
類
や
控
除
額

等
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。

※
青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト
は
次
の

ペ
ー
ジ
へ

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
に
は
、
青
色
申

告
の
実
績
が
必
要
で
す
。
青
色
申
告
は
、

節
税
効
果
や
経
営
状
況
を
詳
し
く
把
握
で

き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
青
色
申
告
を
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ　
ど
う
し
て
収
入
保
険
の
加

入
に
青
色
申
告
が
必
要
な
の
？

Ａ　
農
家
ご
と
の
正
確
な
収
入
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
青

色
申
告
は
、
日
々
の
取
引
を
残
高
ま

で
記
帳
す
る
と
い
う
義
務
が
あ
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
在
庫
等
と
帳
簿
が
照

合
で
き
、
不
正
が
起
こ
り
に
く
い
た

め
、
青
色
申
告
の
実
績
を
利
用
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
色
申
告
は
そ
こ
ま
で
の
義
務
が

な
い
た
め
、
加
入
要
件
を
満
た
し
ま

せ
ん
。

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

NOSAI秋田  公式番犬
「収入保犬」
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節
税
効
果  

大

青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

照
）
。

　
な
お
、
事
前
に
税
務
署
に
提
出
す

る
「
青
色
事
業
専
従
者
給
与
に
関
す

る
届
出
書
」
に
記
載
し
た
支
給
額
を

超
過
す
る
場
合
は
、
変
更
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

赤
字
の
繰
越
し
・
繰
戻
し
が

で
き
る

　
純
損
失
額
（
赤
字
）
を
翌
年
以
後

３
年
間
に
わ
た
っ
て
繰
り
越
し
、
各

年
分
の
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
前
年
も
青
色
申
告
の
場
合
は
、
繰

越
し
に
代
え
て
、
損
失
額
を
前
年
分

の
所
得
金
額
に
繰
り
戻
し
て
控
除

し
、
所
得
税
額
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
制

度
を
使
用
で
き
る

　
詳
細
は
、
制
度
の
紹
介
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
の
保
険
料
が
補
助

さ
れ
る

　

詳
細
は
、
農
業
者
年
金
の
紹
介

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
高
で
65
万
円
の
控
除

　
貸
借
対
照
表
ま
で
作
成
で
き
る
複

式
簿
記
で
あ
れ
ば
、
最
大
55
万
円

（
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
ま
た
は

電
子
帳
簿
保
存
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
最
大
65
万
円
）
の
控
除
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
簡
易
帳
簿
で
も
最
大
10
万

円
の
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

専
従
者
の
給
与
額
を
必
要
経
費
に

　
青
色
申
告
者
が
、
生
計
を
一
に
す

る
配
偶
者
や
15
歳
以
上
の
親
族
で
、

事
業
に
専
従
し
て
い
る
人
に
支
払
う

給
与
は
、
仕
事
内
容
・
従
事
程
度
等

に
照
ら
し
適
正
な
金
額
で
あ
れ
ば
必

要
経
費
に
算
入
し
ま
す
（
下
表
参

青色申告と白色申告の節税比較表

申告の種類
青色申告

白色申告
複式帳簿 簡易帳簿

特別控除 最大65万円 最大10万円 なし

専従者（親族）
の給与に関する
扱い

給与を必要経費に算入す
る（労務の対価として適
正な金額）

配偶者は86万円、
それ以外は50万円
を上限に控除

赤字の繰越しや
繰戻し

３年間繰越し、前年度の
繰戻しができる できない

農業経営基盤強
化準備金制度 使用できる 使用できない

農業者年金の保
険料補助 受けられる 受けられない

農林水産省の
ページ

農業者年金基金の
ページ

大 小効果
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令和４年から
　収入保険に加入します

青色申告
を始めて

青
色
申
告
の
申
請
手
続
き
は

３
月
15
日
ま
で

　
令
和
４
年
か
ら
青
色
申
告
を
行
う
た
め

に
は
、
令
和
４
年
３
月
15
日
ま
で
に
所
轄

の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

（
必
要
に
応
じ
て
「
青
色
事
業
専
従
者
給

与
に
関
す
る
届
出
書
」
）
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
収
入
保
険
に
加
入
で
き
る
？

　
個
人
の
場
合
、
加
入
申
請
は
保
険
期
間

の
前
年
の
10
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
が
、

そ
の
時
点
で
１
年
分
の
青
色
申
告
実
績
が

必
要
で
す
。
令
和
４
年
か
ら
青
色
申
告
を

始
め
た
場
合
、
令
和
６
年
か
ら
収
入
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
制
度
の
開
始
前
か
ら

良
い
制
度
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

加
入
に
向
け
て
平
成
30
年
か
ら
青
色

申
告
を
始
め
ま
し
た
。

　
記
録
は
農
業
簿
記
ソ
フ
ト
「
ソ
リ

マ
チ
」
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
仕
訳

が
簡
単
に
で
き
て
楽
で
す
の
で
、
選

択
し
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
青

色
申
告
を
す
る
こ
と
で
経
営
状
況
の

把
握
が
で
き
、
次
の
年
の
経
営
改
善

に
繋
げ
ら
れ
ま
す
。

　
収
入
保
険
の
補
償
割
合
の
上
限
が

あ
る
程
度
高
く
な
る
ま
で
青
色
申
告

の
実
績
を
増
や
し
、
令
和
４
年
に
水

稲
共
済
全
相
殺
方
式
か
ら
切
り
替
え

ま
し
た
。
今
後
の
補
償
内
容
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
果
樹
共
済
の
特
定
危
険
方
式
に
加

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
方
式
が
廃

止
に
な
る
た
め
収
入
保
険
へ
の
加
入

を
選
び
ま
し
た
。
加
入
に
あ
た
っ

て
、
令
和
２
年
か
ら
青
色
申
告
の
簡

易
方
式
で
の
申
告
を
開
始
。
実
際
取

り
掛
か
っ
て
み
る
と
、
白
色
申
告
の

時
と
の
違
い
は
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
「
厳
密
な
難
し
い
書
類
の

提
出
が
必
要
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
の
で
、
想
像
よ
り
簡
単
に
移
行
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
令
和
４
年
か
ら
収
入
保
険
に
切
り

替
え
る
こ
と
に
な
り
、
掛
金
は
果
樹

共
済
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
病
気
で
働
け
な
く
な
っ
た
時
、

市
場
価
格
の
下
落
な
ど
に
も
幅
広
く

対
応
で
き
る
の
で
心
強
い
で
す
。

斉藤　亘 さん（56）
大仙市神岡

水稲  28㌶、野菜  15アール

佐藤　光宏 さん（66）
横手市赤坂

リンゴ  １.１㌶

ソ
フ
ト
で
簡
単
に

簡
易
方
式
で
開
始

ご自身に合うやり方
で青色申告を始めま
しょう
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由
利
本
荘
市
鳥
海
の
平
根
地
区
で

農
地
集
積
率
１
０
０
％
を
誇
る
農
事

組
合
法
人
平
根
フ
ァ
ー
ム
（
佐
藤
晴

廣
代
表
＝
66
歳
）
。
営
農
組
合
を
前

身
と
し
て
平
成
26
年
に
設
立
し
、
68

㌶
で
複
合
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
水
稲
の
他
、
メ
ガ
団
地
で
鳥
海
の

ブ
ラ
ン
ド
「
秋
田
鳥
海
リ
ン
ド
ウ
」

や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
を
中
心
に
手

掛
け
て
い
ま
す
。
鳥
海
山
の
伏
流
水

を
活
用
し
て
栽
培
し
た
作
物
は
人

気
が
あ
り
、
事
業
所
の
敷
地
内
で

１
０
０
円
で
販
売
す
る
野
菜
は
売
り

切
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま

す
。

作
業
効
率
を
重
視

　
社
員
８
人
、
４
月
か
ら
11
月
中
旬

に
雇
用
す
る
パ
ー
ト
50
人
ほ
ど
で
作

業
。
20
代
か
ら
70
代
ま
で
と
幅
広
い

年
齢
層
で
労
働
力
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
総
務
・
会
計
を
担
当
す
る
黒
木

重
徳
理
事
（
69
）
は
、
「
女
性
の

パ
ー
ト
の
方
が
多
い
。
毎
年
同
じ
方

が
来
る
こ
と
が
多
く
、
作
業
効
率
が

上
が
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
同
法
人
で
は
、
作
業
効
率
化
の
た

め
ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭

載
し
た
半
自
動
の
田
植
機
を
導
入
。

ま
た
、
社
員
４
人
が
、
小
型
無
人
機

（
ド
ロ
ー
ン
）
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
農
薬
を
散
布
し
て
い
ま
す
。
こ

の
他
、
大
型
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
導
入

す
る
な
ど
若
い
社
員
を
先
頭
に
機
械

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
経
営
拡
大
を
目
指
す
同
法
人
は
、

新
た
な
作
物
に
も
挑
戦
。
令
和
３
年

は
試
験
的
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
栽
培
し
ま

「収入保険をもっとPRするべき」と黒木理事

収入保険

加
入
初
年
度
に
つ
な
ぎ
融
資

法
人
経
営
も
安
心

農
事
組
合
法
人  

平
根
フ
ァ
ー
ム

（
由
利
本
荘
市
）

ドローンによる防除
作業（法人提供）

経営規模
○水稲 43㌶
○ソバ ７㌶
○アスパラ ４㌶
○リンドウ ３㌶
○キャベツ ２㌶
○小ギク １㌶
他野菜など
計68㌶
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し
た
。
「
定
植
や
収
穫
の
時
期
が
他

の
作
物
と
被
ら
な
い
た
め
、
キ
ャ
ベ

ツ
を
選
ん
だ
。
収
穫
時
期
は
30
人
で

一
気
に
作
業
し
、
５
日
間
で
２
㌶
収

穫
で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

経
営
安
定
の
一
役
を
担
う

収
入
保
険

　
収
入
保
険
に
は
令
和
３
年
か
ら
加

入
。
露
地
栽
培
が
多
く
天
候
に
左
右

さ
れ
や
す
い
こ
と
や
、
品
目
全
て
を

カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
、
価
格
の
下
落

な
ど
、
そ
れ
ま
で
水
稲
共
済
や
収
入

取材当日、リンドウの圃場で収穫後の片付け作業をしていた
メンバー

リンドウの管理をする作業員（法人提供）

令和３年から試験的に始めたキャベツ
（法人提供）

減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対

策
）
で
は
対
象
に
な
ら
な
い
事
例
も

補
償
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
加
入
を
決

め
た
と
い
い
ま
す
。
黒
木
さ
ん
は

「
組
合
職
員
に
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

い
、
将
来
的
に
強
い
味
方
に
な
る
制

度
だ
と
思
っ
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
始
め

た
年
で
も
あ
っ
た
の
で
、
リ
ス
ク
管

理
を
考
え
る
と
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
」
と
話
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
は
、
水
稲
の
価
格
下
落

が
経
営
に
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
の
高
温
が
リ
ン
ド
ウ
の
生

育
を
一
気
に
早
め
、
開
花
が
特
定
の

時
期
に
集
中
。
収
穫
が
追
い
付
か

ず
、
出
荷
本
数
が
落
ち
込
み
ま
し

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
前
年
同
様
の
売

上
１
億
円
突
破
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
厳
し
い
見
込
み
だ
と
い
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
つ
な
ぎ
融
資
の
存
在

を
知
り
ま
し
た
。
「
組
合
か
ら
の
通

知
を
受
け
て
す
ぐ
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
１
カ
月
以
内
に
は
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
水
稲
共
済
や
ナ

ラ
シ
対
策
と
違
い
、
保
険
金
の
前
倒

し
と
し
て
無
利
子
で
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
助
か
っ
た
」
と
黒
木

理
事
。
調
達
し
た
資
材
や
作
業
員
へ

の
給
与
の
支
払
い
な
ど
に
遅
れ
が
出

ず
、
信
頼
関
係
を
保
つ
こ
と
が
で
き

た
と
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
を
安
定
さ
せ
な
が
ら
作
業
効

率
化
に
も
力
を
入
れ
、
売
り
上
げ

１
億
５
千
万
円
を
目
標
と
す
る
同
法

人
。
収
入
保
険
が
そ
の
一
役
を
担
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
「
収
入
保
険
は

農
業
者
の
安
心
感
や
意
欲
に
つ
な
が

る
制
度
。
全
国
的
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
べ
き
」
と
話
し
ま
す
。

今
後
は
作
物
栽
培
以
外
の
分
野
も

　
同
法
人
は
、
長
距
離
を
走
る
運
送

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
頻
繁
に
通
行
す
る

国
道
１
０
８
号
線
沿
い
に
事
業
所
が

あ
り
ま
す
。
「
将
来
的
に
は
、
国
道

を
走
る
人
が
息
抜
き
で
き
る
場
と
し

て
小
さ
な
休
憩
所
を
作
り
、
お
で
ん

な
ど
を
提
供
し
た
い
。
法
人
サ
イ
ド

と
し
て
も
、
女
性
が
活
躍
す
る
場
に

な
れ
ば
」
と
６
次
産
業
化
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
体
験
型
観
光
農
園

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
体
験
し
た
つ
い
で
に
野
菜
を
買
っ

て
も
ら
え
る
と
更
に
う
れ
し
い
。
そ

の
た
め
に
は
ま
ず
農
業
法
人
か
ら
株

式
会
社
に
変
え
な
い
と
」
と
将
来
を

見
据
え
ま
す
。
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収
入
保
険
の
加
入
申
請
は
、
保

険
期
間
開
始
の
前
月
末
ま
で
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
人
の
場

合
、
事
業
年
度
が
保
険
期
間
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
業
年
度
が
３
月

開
始
の
法
人
は
２
月
末
ま
で
、
４

月
開
始
の
法
人
は
３
月
末
ま
で
加

入
申
請
が
可
能
で
す
。

　
保
険
金
の
支
払
い
は
、
法
人
の

確
定
申
告
（
事
業
年
度
終
了
の
翌

日
か
ら
２
カ
月
が
期
限
）
後
と
な

り
ま
す
。

　
加
入
を
検
討
中
で
事
業
年
度
開

始
月
が
ま
だ
の
法
人
は
、
お
近
く

の
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
収
入
保
険
の
加
入
者
（
新
規
、

継
続
を
問
わ
ず
）
は
、
令
和
３
年

分
の
確
定
申
告
後
に
税
務
申
告
書

類
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
基

準
収
入
金
額
を
再
算
定
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
後
は
、
以
下
の
書
類

が
必
要
で
す
。

〈
個
人
の
場
合
〉

・
令
和
３
年
の
所
得
税
の
確
定
申

告
書
Ｂ
第
一
表
の
写
し

・
令
和
３
年
の
「
所
得
税
青
色
申

告
決
算
書
（
農
業
所
得
用
）
」

〈
法
人
の
場
合
〉

・
令
和
３
年
の
法
人
税
の
申
告
書

の
別
表
一
及
び
別
表
四

・
令
和
３
年
の
農
業
部
門
に
係
る

損
益
計
算
書
の
写
し

こ
ん
な
時
は
ご
連
絡
を

　
作
付
品
目
や
面
積
等
が
当
初
の

計
画
と
変
わ
る
場
合
は
、
そ
の
都

度
速
や
か
に
支
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
事
故
が
発
生
し
た
場
合

も
連
絡
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

収
入
保
険
未
加
入
の
法
人
の
皆
さ
ま

収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま

ま
だ
間
に
合
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん

令
和
３
年
の
決
算
書
等
を

ご
用
意
く
だ
さ
い

農林水産省公式
収入保険PRキャラクター
「しゅうほちゃん」

事業年度と収入保険の加入申請期限

令和５年３月令和４年４月
保険期間

令和５年２月令和４年３月
保険期間

事業年度の開始月

２月末
加入申請期限

３月末
加入申請期限

事業年度の開始月
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水
稲
に
加
え
、
ネ
ギ
栽
培
に
力

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
、
ナ

ラ
シ
対
策
は
ネ
ギ
が
補
償
対
象
外

だ
と
知
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
し
た
収

入
保
険
に
魅
力
を
感
じ
、
令
和
元

年
、
水
稲
共
済
の
全
相
殺
方
式
か

ら
移
行
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
、
田
植
え
時
期
が
遅

れ
た
こ
と
か
ら
青
米
が
多
く
な

り
、
等
級
が
下
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ネ
ギ
も
出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
高
値
の
時
期
に
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ト
ー
タ
ル
で
販
売
収

入
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
て
助
か
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
も
米
の
収
量
が
思
っ

た
ほ
ど
上
が
ら
な
か
っ
た
う
え

に
、
米
価
が
下
が
り
、
収
入
減
少

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
新
規
作
物
を
栽
培
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ

ス
ク
に
も
対
応
で
き
る
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
農
業
に
取
り
組
め
ま
す
。
事

故
や
病
気
に
よ
る
収
入
減
少
が
補

償
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

伊藤 邦
くに

臣
おみ

 さん（41）
（五城目町）

水稲 7.2㌶、ネギ 70アール

　
　

 

収
入
保
険
と
ナ
ラ
シ
対
策
は
ど
う
違
う
？

Q お
し
え
て
！

入
っ
て

 

よ
か
っ
た
！

険

入
保

収

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に

対
応
で
き
る
の
が
魅
力

　
収
入
保
険
は
個
人
の
青
色
申
告
実
績
に
基
づ
い
た
補
償
と
な
り
、ナ
ラ
シ
対

策
は
地
域
平
均
に
基
づ
い
た
補
償
と
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
す
。

項　　目 収入保険 ナラシ対策

補償対象 全ての農産物の販売収入の合計
（青色申告実績により算出）

水稲・麦・大豆の販売収入の合計
（県平均単収・平均単価により算出）

対象事故
右の事故に加え、災害で作付不能、
けが・病気で収穫できない、保管中
の災害、取引先が倒産、コロナ禍の
影響などによる収入減少

自然災害・市場価格の下落等による
収入減少

補てん範囲

１割を超えた
収入減少のう
ち９割を上限
に補償

（保険方式80％、
積立幅10％、
支払い率90％
を選択の場合）

２割までの収
入減少のうち
９割を補償

（農業者の積
立額20％コー
スを選択した
場合）

補
償
基
準
が
１
０
０
０

万
円
の
場
合
の
掛
金

（
新
規
加
入
時
）

積立部分
※１ 225,000円 450,000円

保険部分
※２ 88,560円

事務費 22,320円

合計 335,880円 450,000円

※１　積立部分は、支払いがなければ、翌年に持ち越されます
※２　�保険部分の掛金率は、自動車保険のように支払実績に応じて上下します。支払いがなければ、

10年で約半分になります

90％
積立金

支払率（９割）

保
険
金

��

補
て
ん
さ
れ
な
い

80％
積立金

支払率（９割）

補
て
ん
さ
れ
な
い

80％
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令和４年から新設
白色申告者向け
９割補償

水稲共済
全相殺方式

　これまで、水稲共済の「全相殺方式」は全量を
カントリーエレベーターやライスセンター等に出
荷している方、または、青色申告書で収穫量が確
認できる方が対象でした。
　令和４年産からは、収穫量を帳簿等で確認でき
る「白色申告者」も加入できるようになります。
より補償の充実した全相殺方式に加入しましょ
う。

全相殺方式のメリット

●明確な評価
　農家ごとに客観的な資料を基にして収穫量等を把握する
ので、結果が分かりやすく明確です。原則、検見や坪刈り
による評価は行いません。

●手厚い補償
 最大補償割合が一筆方式の７割、半相殺方式の８割を上
回り、９割を選択できます。平年収量の１割を超える減収
があれば共済金が支払われます。

●特例あり
　農家の総収穫量に対しての減収が少ない場合でも、１筆
単位の被害が発生し、全損または半損以上の被害があれば
補償します。
※詳細は左ページの下部で説明します

検見・坪刈りによる評価を待たずに
収穫作業を進められます

河川の氾濫による土砂流入など、局
地的な被害に備えて「一筆半損特
約」を付帯しましょう

10



局地的な被害に備える
　一筆半損特約
　一筆方式が廃止されても、圃場ごとに補償す
る仕組みがあります。例えば、全相殺方式９割
補償の場合、全体の収量から１割を超える減収
がなければ補償対象となりませんが、「一筆半
損特約」を付けると、１筆でも半損以上の被害
があれば補償が可能になります。
※ 全損被害となった場合は、基準収穫量の７割部分を

補償します（一筆全損特例）

１筆（圃場Ｃ）で５割以上の被害が見込まれる場合、
原則目視で５割減収と見なして、圃場Ｃの基準収穫量
の２割部分の共済金を支払います。

４年産は全相殺方式で！ 農業保険フローチャート

青色申告をしている
全相殺方式(青色申告)

青色申告書等で収穫量を確認
※自然災害のみ補償

収入保険
青色申告の農業収入金額で保

険金を算定　※収入全体を補償

地域インデックス方式 
市町村別に統計単収を用いて

収穫量を確認

半相殺方式
検見や坪刈で現地調査をして

収穫量を確認

または

または

全相殺方式(施設型)
JA等の出荷データで

収穫量を確認

全収穫量をカントリーエ
レベーターやライスセン
ター、他の農家へ依頼し
て乾燥調製している

全相殺方式(白色申告)
白色申告書類及び帳簿等で

収穫量を確認

白色申告を行っていて、
伝票や帳簿により収穫量
を確認できる

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

新設

圃場A

被害
なし

圃場B

被害
なし

圃場C

５割以上
被害発生 補償に

なる部分

ＮＯＳＡＩでは、一筆半損特約を
付けたメニューでご提案します！
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平
成
30
年
の
農
業
保
険
法
施
行
に
よ

り
、
収
入
保
険
が
導
入
さ
れ
、
農
作
物

共
済
も
当
然
加
入
制
か
ら
任
意
加
入
制

と
な
り
、
農
業
共
済
制
度
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
農
業
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
制
度
見
直
し
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
収
入
保
険
と
農

業
共
済
を
総
合
的
に
推
進
し
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
広
げ
、
農
業
経
営
の

継
続
を
強
く
支
援
し
て
い
ま
す
。

▽
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現
状

　
本
組
合
は
、
令
和
２
年
６
月
に
県
内

１
組
合
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
大
潟
村
に
は
農
業
共
済
組
合
が

設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
現
在

も
農
業
共
済
事
業
の
実
施
区
域
か
ら
除

か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
収
入
保
険
は
全
国
農
業
共
済

組
合
連
合
会
が
全
国
を
区
域
と
し
て
実

施
し
て
い
る
た
め
、
大
潟
村
の
農
業
者

も
加
入
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
に
は
大
潟
村
の
約
２
割
の
農
業
者

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

▽
各
種
補
助
事
業
の
要
件
化
に

　
備
え
て

　
令
和
２
年
３
月
に
決
定
さ
れ
た
第
５

次
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

で
は
、
収
入
保
険
と
農
業
共
済
は
農
業

経
営
安
定
化
の
重
要
な
手
段
と
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
や
県
の

農
業
関
係
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

収
入
保
険
や
農
業
共
済
へ
の
加
入
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
農
業
用
ハ
ウ

ス
関
係
事
業
（
災
害
復
旧
支
援
対
策
含

む
）
で
は
、
農
業
共
済
の
園
芸
施
設
共

済
等
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
組
合
で
は
農
業
の
発
展
と
農
家
の
経

営
安
定
に
向
け
て
、
県
内
全
て
の
農
業

者
に
収
入
保
険
と
農
業
共
済
に
よ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
た

め
、
大
潟
村
を
含
め
た
区
域
に
拡
大
す

る
べ
く
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
潟
村
で
の
農
業
共
済
事
業
実
施
に
向
け
て

検
討
を
始
め
ま
し
た

　
大
潟
村
は
、
農
業
共
済
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
県
内
唯
一
の
地
域
で
す
。

組
合
で
は
、
将
来
的
に
、
同
村
で
の
農
業
共
済
事
業
（
園
芸
施
設
共
済
）
を
開

始
す
る
た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

大潟村
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Ａ　
あ
な
た
が
支
払
っ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
農
業
所
得
の
必
要
経
費
に

な
る
も
の
と
、
確
定
申
告
の
際
、
所

得
控
除
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
、
①
農
業
者
年
金
の
掛

金
は
、
農
業
所
得
の
必
要
経
費
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
確
定
申
告
の
際
、

所
得
控
除
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
掛
金
額
を
所
得
金
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
に
関
す
る
支
払
い
に
つ
い
て

Ｑ　
私
は
稲
作
農
家
で
す
が
、
次
の

支
払
い
は
農
業
所
得
の
必
要
経
費
に

な
り
ま
す
か
。

①
農
業
者
年
金
の
掛
金

② 

農
作
業
小
屋
の
地
震
保
険
の
保
険

料
③
農
作
業
中
の
け
が
の
治
療
費

　
②
農
業
用
建
物
に
掛
け
ら
れ
た
地

震
保
険
料
は
、
農
業
所
得
の
必
要
経

費
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
自
宅
等
家

事
上
の
も
の
に
対
す
る
地
震
保
険
料

は
、
農
業
所
得
の
必
要
経
費
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
確
定
申
告
の
際
、
所

得
控
除
の
地
震
保
険
料
控
除
と
し

て
、
一
定
額
を
所
得
金
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
③
け
が
の
治
療
費
は
、
家
事
上
の

費
用
と
な
る
た
め
、
農
業
所
得
の

必
要
経
費
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

支
払
っ
た
医
療
費
が
一
定
の
金
額

（
10
万
円
と
合
計
所
得
金
額
の
５
％

の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
）
以
上
あ

る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
の
際
、
所

得
控
除
の
医
療
費
控
除
と
し
て
、
一

定
額
を
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

（
最
寄
り
の
税
務
署
の
電
話
番
号
に

お
か
け
の
う
え
、
音
声
案
内
で
１
番

を
選
択
）
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、

お
近
く
の
税
務
署
へ
ご
相
談
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
秋
田
南
税
務
署
）

知知
っ
ト
ク

のの
話話

※�水漏れを生じていない水道管の凍
結損害に対しては、「水道管凍結
修理費用共済金」として復旧費用
を実費で補償します。（限度額：
１事故10万円）
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松
館
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
辛
さ
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て鹿角

市  

川
村  

泰や
す
儀の

り 

さ
ん

　
百
年
以
上
前
か
ら
鹿
角
市
八
幡
平
の

松
館
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
松
館

し
ぼ
り
大
根
」
は
、
主
に
お
ろ
し
用
と

し
て
使
わ
れ
る
辛
味
ダ
イ
コ
ン
で
す
。

一
般
的
な
ダ
イ
コ
ン
よ
り
短
く
、
水
分

が
少
な
い
た
め
重
み
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
上
位
を
争
う
ほ
ど
辛
い
ダ
イ

コ
ン
と
言
わ
れ
、
同
じ
種
子
を
使
っ
て

他
の
地
区
で
栽
培
し
て
も
そ
の
独
特
な

辛
さ
が
出
ま
せ
ん
。
お
ろ
し
た
も
の
を

直
接
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
地

元
で
は
お
ろ
し
の
絞
り
汁
を
口
に
す
る

こ
と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

　
25
㌃
で
栽
培
し
て
い
る
川
村
泰
儀
さ

ん
（
56
）
は
、
「
皮
と
身
の
間
に
辛
味

成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
皮
を
む

く
と
辛
味
が
出
な
く
な
る
の
で
、
む
か

ず
に
お
ろ
し
て
」
と
勧
め
ま
す
。

今
年
は
５
戸
で
作
付
け

　
同
地
区
で
松
館
し
ぼ
り
大
根
を
作
付

け
る
農
家
は
「
松
館
し
ぼ
り
大
根
栽
培

組
合
」
の
組
合
員
と
な
っ
て
い
て
、
川

▲�横筋が特徴の松館しぼり
大根

伝伝統統ををつなぐつなぐ

松館しぼり
大根

Vol.9
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▲「クルッと回して抜くのがコツ」と川村さん

▲辺り一面に広がる松館しぼり大根畑皮をむかずにおろして このままでも食べられ
ますが

布で搾ります

にごりのある搾り汁。
醤油を垂らして・・・

村
さ
ん
も
そ
の
一
員
で
す
。
「
松
館
し

ぼ
り
大
根
生
産
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
平
成

16
年
に
組
合
化
し
、
当
時
は
13
戸
・
５

㌶
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
戸
数
・

面
積
と
も
に
徐
々
に
減
り
、
今
年
は
合

計
１
・
５
㌶
の
作
付
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
松
館
し
ぼ
り
大
根
は
、
同
組
合
に
よ

り
農
林
水
産
省
の
地
理
的
表
示
（
Ｇ

Ｉ
）
保
護
制
度
に
登
録
さ
れ
、
松
館
地

区
な
ら
で
は
の
特
性
を
有
す
る
農
産
物

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪
下
の
保
管
で
長
期
出
荷

　
川
村
さ
ん
は
15
年
ほ
ど
前
に
本
格
的

に
就
農
し
、
松
館
し
ぼ
り
大
根
の
栽
培

も
始
め
ま
し
た
。
「
昔
か
ら
こ
の
地
域

で
栽
培
さ
れ
て
い
て
、
親
も
や
っ
て
い

た
の
で
引
き
継
い
だ
」
と
話
し
ま
す
。

　

盆
前
に
播
種
し
、
10
月
中
旬
か
ら

11
月
に
か
け
て
収
穫
。
Ｊ
Ａ
や
地
元

ス
ー
パ
ー
「
マ
ル
ホ
ン
カ
ウ
ボ
ー
イ
鹿

角
店
」
、
同
市
大
湯
の
産
直
「
大
湯

１
０
３
号
線
産
直
セ
ン
タ
ー
直
売
所
」

の
他
、
北
海
道
や
東
京
な
ど
に
出
荷
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
「
Ｊ
Ａ

に
は
11
月
に
出
荷
す
る
が
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
に
は
４
月
ま
で
少
し
ず
つ
出
せ
る

よ
う
に
雪
の
下
で
保
管
す
る
。
土
が
付

い
た
ま
ま
だ
と
日
持
ち
し
や
す
い
」
と

説
明
し
ま
す
。

　
川
村
さ
ん
の
お
勧
め
は
、
そ
ば
や
焼

き
魚
に
し
ぼ
り
汁
を
か
け
る
、
醤
油
を

混
ぜ
て
イ
カ
の
刺
身
や
し
ら
す
を
つ
け

る
な
ど
の
食
べ
方
。
「
ぜ
ひ
こ
の
辛
さ

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
変
わ
ら
ず
辛
く

て
お
い
し
い
松
館
し
ぼ
り
大
根
を
作
り

続
け
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

■
20
頁
に
レ
シ
ピ
掲
載

　松館しぼり大根は、山に囲
まれた松館地区の地形から生
み出される寒暖差と独特な土
壌から、この地域だけでしか出
ない辛みが特徴です。
　生産者は減ってきています
が、地域の特産品を守るため
これからも組合員と協力してし
ぼり大根を広めていきたいで
す。

松館しぼり大根栽培組合
組合長　山崎　道博 さん

つながる
輪

川村さんの
  大根おろし講座　

川村さんイチオシ！！川村さんイチオシ！！
イカの刺身を付けて召し上がれイカの刺身を付けて召し上がれ♪♪
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水
稲
75
㌃
の
ほ
か
、
イ
チ
ジ
ク
84
㌃

を
栽
培
し
て
年
間
５
㌧
を
収
穫
す
る
、

に
か
ほ
市
大
竹
地
区
の
須
藤
秀
昭
さ
ん

（
58
）
。
出
荷
に
向
か
な
い
イ
チ
ジ
ク

を
利
用
し
、
「
ド
ラ
イ
い
ち
じ
く
」
を

製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
商
品
は
砂
糖
や
添
加
物
を
使
用
し
て

い
な
い
た
め
、
濃
縮
さ
れ
た
甘
酸
っ
ぱ

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
須
藤

さ
ん
は
「
し
っ
と
り
感
を
生
か
す
た
め

に
乾
燥
剤
は
使
わ
ず
、
脱
酸
素
剤
で
保

存
性
を
高
め
て
い
る
。
見
た
目
も
工
夫

し
、
実
を
縦
に
４
〜
６
等
分
し
て
皮
の

緑
と
実
の
赤
が
見
え
る
よ
う
に
し
た
」

と
説
明
し
ま
す
。

　
完
成
ま
で
に
約
４
年
間
試
行
し
、
昨

年
か
ら
販
売
開
始
。
今
年
は
６
０
０
袋

を
製
造
し
ま
し
た
。
「
硬
め
の
実
を
使

う
と
パ
サ
パ
サ
に
な
り
、
熟
し
た
軟
ら

か
い
実
だ
と
乾
燥
途
中
で
糖
分
が
焦
げ

　
八
峰
町
峰
浜
石
川
の
レ
ン
チ
ナ
ス
奥

羽
Ｉ
Ｓ
Ｅ
（
従
業
員
10
人
）
で
は
、
動

画
共
有
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
を

利
用
し
、
栽
培
し
た
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の

調
理
方
法
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
名
は

「
レ
ン
チ
ナ
ス
奥
羽
の
し
い
た
け
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
。
伊
勢
隼
人
代
表

（
35
）
と
従
業
員
の
高
木
龍
治
さ
ん

（
35
）
、
米
森
智
明
さ
ん
（
38
）
が
投

稿
し
て
い
ま
す
。
１
週
間
に
１
回
、
３

本
撮
り
し
て
、
編
集
後
、
週
に
２
〜
３

回
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
。
現
在
の
投
稿
数
は

40
本
を
超
え
て
い
ま
す
。
伊
勢
代
表
は

「
料
理
の
研
究
を
毎
日
し
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
レ
シ
ピ
を
考
え
て
い
る
」
と
話

し
ま
す
。

　
栽
培
す
る
シ
イ
タ
ケ
の
種
菌
は
、
肉

厚
で
実
が
し
っ
か
り
し
て
、
食
感
の
良

い
「
北
研
９
０
２
号
」
。
ハ
ウ
ス
９
棟

る
。
開
発
の
過
程
で
、
果
実
の
状
態
や

熟
し
具
合
を
特
定
す
る
の
が
大
変
だ
っ

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
で
も
お
い
し
い
で
す
が
、

「
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
入
れ
て
柔
ら
か
く
し

て
食
べ
る
と
、
違
っ
た
お
い
し
さ
を
味

わ
え
る
。
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
一
緒
に

食
べ
る
と
、
イ
チ
ジ
ク
の
甘
さ
と
チ
ー

ズ
の
塩
気
が
合
っ
て
酒
の
つ
ま
み
に
最

適
」
と
勧
め
ま
す
。

で
年
間
15
万
の
菌
床
か
ら
75
㌧
を
生
産

し
、
Ｊ
Ａ
や
ス
ー
パ
ー
「
い
と
く
」
の

能
代
市
内
４
店
舗
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。

　
伊
勢
代
表
は
「
レ
ン
チ
ナ
ス
奥
羽
シ

イ
タ
ケ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
生

産
数
を
増
や
し
た
い
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
知
名
度
を
上
げ
、
さ
ら
に
シ
イ
タ
ケ

栽
培
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
話
し
ま

す
。

レンチナス奥羽ＩＳＥ

「ユーチューブ」で
シイタケのレシピを紹介

八峰町

取材当日のレシピは、白米とシメジ、卵、
ベーコン、ニンニクを合わせた「鉄板ガリ
バタきのこイタ飯」

一般的なドライフルーツと違い、しっかり
とした食感が特徴

撮影でシイタケを調理する伊勢代表（左）と
高木さん

須 藤 秀 昭さん

出荷できないイチジクで
「ドライいちじく」を製造

にかほ市

「収穫したその日のうちに洗浄・加工・乾燥す
る」と須藤さん
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地元農家が提供した
モモ（左）とスモモの
ジェラート
（提供写真）

つがるジャム（上）と
紅さやかジャム（下）

　
横
手
市
寿
町
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
専
門
店

ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア
Ｓシ

ー

タ

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ａ
で
は
、

地
元
の
農
産
物
で
本
格
的
な
限
定
フ

レ
ー
バ
ー
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
次
々
に
開

発
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
た
素
材
は
、
紫

芋
、
玄
米
、
イ
チ
ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
ス
イ
カ
、
和
ナ
シ
、
洋
ナ
シ
、

リ
ン
ゴ
な
ど
。
同
店
の
小
松
太た
い
史し

代
表

（
34
）
は
、
「
規
格
外
と
な
っ
た
農
産

物
だ
が
、
味
や
品
質
は
変
わ
り
な
い
。

地
元
農
家
が
旬
の
時
期
に
新
鮮
な
素
材

を
提
供
し
て
く
れ
る
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
す
。

　

ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
牛
乳
、
生
ク
リ
ー

ム
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
な
ど
を
使
用
し
た

ミ
ル
ク
ベ
ー
ス
と
、
牛
乳
等
を
使
用
し

な
い
シ
ロ
ッ
プ
ベ
ー
ス
の
２
種
で
、
ど

ち
ら
も
卵
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
糖

分
を
素
材
の
味
が
生
き
る
量
に
調
節

　
湯
沢
市
三
関
で
水
稲
１
・
５
㌶
、
オ

ウ
ト
ウ
50
㌃
、
リ
ン
ゴ
30
㌃
、
セ
リ
18

㌃
を
栽
培
す
る
合
同
会
社
三
関
加
敬
農

園
（
従
業
員
５
人
）
。
キ
ズ
や
変
色
な

ど
で
訳
あ
り
と
な
っ
た
オ
ウ
ト
ウ
や
リ

ン
ゴ
を
ジ
ャ
ム
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ム
に
使
う
品
種
は
、
オ
ウ
ト
ウ

が
「
紅
さ
や
か
」
や
「
佐
藤
錦
」
、
リ

ン
ゴ
は
「
つ
が
る
」
や
「
ふ
じ
」
な
ど

早
生
か
ら
晩
生
ま
で
幅
広
く
、
味
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
。
同
社
の
加
藤

敬
悦
代
表
（
66
）
は
、
「
ど
の
ジ
ャ
ム

し
、
モ
モ
な
ど
変
色
し
や
す
い
素
材
は

シ
ロ
ッ
プ
漬
け
に
す
る
な
ど
し
て
、
見

た
目
に
も
気
を
配
り
ま
す
。

　

「
い
ろ
い
ろ
な
農
家
さ
ん
と
知
り

合
っ
て
発
見
し
た
地
元
の
食
材
の
良
さ

を
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
通
し
て
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

も
果
肉
の
食
感
を
楽
し
め
る
。
ゆ
っ
く

り
と
広
が
る
優
し
い
甘
さ
の
中
に
、
ほ

ん
の
り
と
酸
味
を
感
じ
る
バ
ラ
ン
ス
の

良
さ
が
特
徴
。
中
で
も
『
ふ
じ
ジ
ャ

ム
』
が
お
す
す
め
」
と
話
し
ま
す
。

　
商
品
を
製
造
・
販
売
す
る
の
は
、
同

社
が
経
営
す
る「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
坊
や
」。

10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
農
園
の
閑
散
期
に
店
の
従
業

員
と
し
て
従
事
し
て
も
ら
う
な
ど
、
通

年
雇
用
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
更
に
お
い
し
い
ジ
ャ
ム
を
目

指
し
、
多
く
の
利
用
客
に
届
け
た
い
と

い
い
ま
す
。
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
挑
戦
し
た
い

の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
な
い
と
」
と
意

欲
を
見
せ
ま
す
。

横手市

湯沢市

ジェラテリアＳＨＥＥＴＡ

合同会社三関加敬農園

地元農産物の魅力を
ジェラートで発信

訳ありの果実で
　　　ジャムを製造

加藤代表の娘・智子さん（39歳・真ん中）と
従業員が店を運営しています

「この地域は本当に素材が豊富だと再認識し
た」と小松代表

▶ＫＡＫＥＩ坊や
▶営業時間　午前10時～午後４時
▶定 休 日　毎週火曜日
▶三関加敬農園TEL　0183・73・6893

▶ジェラテリアＳＨＥＥＴＡ
▶営業時間　午前11時～午後６時
▶定 休 日　不定休
▶TEL　080・4514・8129

詳
し
く
は
19
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
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令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
、
休

日
・
夜
間
・
深
夜
往
診
の
農
家
負

担
料
金
を
設
定
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
10
月
31
日
付
け
で
職

員
が
退
職
し
ま
し
た
。

北
秋
田
山
本
支
所　
中
村　
里
菜

（
収
入
保
険
課
主
任
兼
建
物
農
機

具
課
主
任
）

　
農
業
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、

当
組
合
が
実
施
し
て
い
な
い
品
目

に
つ
い
て
、
意
向
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
新
た
に
実
施
し
て
ほ
し

い
品
目
な
ど
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ご意見・ご要望はこちらへ
nosaiakita

　 @nosaiakita.or.jp

お知らせ
からの

　
牛
や
豚
な
ど
の
産
業
動
物
の
診

療
業
務
を
行
う
診
療
職
職
員
（
獣

医
師
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

令
和
３
年
中
に
お
支
払
い
し
た

収
穫
共
済
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

水
稲
共
済
金
の
全
相
殺
方
式

（
青
色
申
告
分
）
と
地
域
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
方
式
分
、
大
豆
共
済

金
、
お
う
と
う
共
済
金
の
地
域
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
分
、
り
ん
ご
共

済
金
は
１
月
以
降
に
お
支
払
い
し

ま
す
。

北秋田山本支所 TEL 0185-54-5540
仙 北 支 所 TEL 0187-63-1066

北 鹿 支 所 TEL 0186-23-7401
由 利 支 所 TEL 0184-24-3301
雄 勝 支 所 TEL 0183-73-7131

本 　 　 所 TEL 018-884-5222
中 央 支 所 TEL 018-865-1701
横手市支所 TEL 0182-32-4150

NOSAIへのお問い合わせは

　
中
央
支
所
・
仙
北
支
所
・
横
手

市
支
所
の
問
い
合
わ
せ
先
と
し
て

開
設
し
て
い
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

を
１
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　
２
月
以
降
、
支
所
に
問
い
合
わ

せ
を
さ
れ
る
際
は
、
下
記
→
→
→

の
電
話
番
号
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

　
個
人
の
令
和
３
年
分
の
申
告
期

限
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
所
得
税
＝

　
令
和
４
年
３
月
15
日
（
火
）

・
消
費
税
＝

　
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

　

申
告
は
、
自
宅
等
の
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
電
子

申
告
で
き
る
ｅ
｜

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利

で
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
納

税
に
便
利
な
振
替
納
税
、
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
の
申
込
み
も
ｅ
｜

Ｔ
ａ

ｘ
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
例
年
、
税
務
署
お
よ
び
確
定
申

告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
出
向
く
こ
と
な
く
申
告
や
納

税
の
手
続
き
が
で
き
る
ｅ
｜

Ｔ
ａ

ｘ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

獣
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

家
畜
往
診
の
休
日
等
料
金
を
新
設

支
所
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
終
了

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ニ
ー
ズ
調
査
へ
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

水稲共済金
支所 戸数 共済金（円）

北　　　鹿 12 1,054,680
北秋田山本 30 4,712,048
中　　　央 14 6,126,764
由　　　利 3 607,992
仙　　　北 57 12,308,787
横　手　市 12 1,606,416
雄　　　勝 56 7,963,072
合　　　計 184 34,379,759

麦共済金
支所 戸数 共済金（円）

仙　　　北 10 278,419
横　手　市 3 349,158
合　　　計 13 627,577

ホップ共済金
支所 戸数 共済金（円）

横　手　市 2 317,550

ぶどう共済金
支所 戸数 共済金（円）

横　手　市 11 1,286,890

おうとう共済金
支所 戸数 共済金（円）

雄　　　勝 8 2,926,170

なし共済金
支所 戸数 共済金（円）

北秋田山本 1 373,920
中　　　央 47 51,120,720
合　　　計 48 51,494,640

往診１件あたりの農家負担額
　　　　　　　（診療費は別途）

区分 疾病傷害共済
加入者

疾病傷害共済
未加入者

休日 1,000円 2,000円

夜間 3,000円 6,000円

深夜 5,000円 10,000円
休日：�土日祝日、８月13日～15日、
　　　12月29日～１月３日
夜間：午後５時15分～午後10時、
　　　午前５時～午前８時
深夜：午後10時～翌日午前５時
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　美郷町役場に勤務して３年目で
す。町のイメージキャラクター
「美郷のミズモ」が好きだったの
で、一緒に仕事ができてうれしい
です。日々忙しいですが、仕事に
やりがいを感じ、責任感を持って
丁寧に取り組んでいます。
　家では家族が水稲とブドウを栽
培しています。時々手伝うくらい
なので楽しいですが、毎日農作業
をすれば大変なこともあるだろう
なと思います。
　休日は家でのんびり過ごしてい
ますが、コロナ禍がおさまれば思
いっきり出掛けたいです。夢は世
界一周の旅に行き、いろいろな景
色を見ることです。

仕事にやりがいと責任感を

吉
きっかわ

川　采
さい

花
か

 さん（25）
～ 横手市 ～

キ
ラ
キ
ラ
こ
ま
ち

①クイズの答え
②１月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望等（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
広
報
課

63

【応募締切】令和4年1月24日（月） 消印有効
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
前号の答えは「３０点」でした。

　由利本荘市にある農事組合法
人平根ファームの平根地区の農
地集積率は何％でしょう（6頁参
照）。正解者の中から抽選で15
名様に17頁で紹介したジャムを
プレゼントします。

プ レ ゼ ン ト ク イ ズ

今回の撮影にご協力
いただいたのは、

表 紙 の 紹 介

　ナシの袋詰めや品種のシール
貼りなど、家の手伝いをする２
人。表紙撮影の休憩中に生後５
カ月の紫

し
乃
の
ちゃんとパシャリ。

プレゼントは「ふじ」のジャム
（写真はつがるジャム）

　
令
和
４
年
度
、
広
報
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
の
表
紙

を
飾
っ
て
く
だ
さ
る
お
子
さ
ま
を
募
集
し
ま
す
。

 

掲
載
す
る
号

　
令
和
４
年
５
月
～
令
和
５
年
３
月
に
発
行
す
る

計
６
回
で
、
各
号
１
人
ま
た
は
２
人
。（
掲
載
テ
ー

マ
や
掲
載
号
を
希
望
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
撮
影
は
基
本
的
に
組
合
職
員
が
ご
自
宅
等
に
出

向
い
て
行
い
ま
す
（
保
護
者
の
立
ち
会
い
を
お
願

い
し
ま
す
）
。

 

募
集
要
件

・
秋
田
県
在
住
の
４
～
８
歳
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

・�

同
居
し
て
い
る
父
母
（
祖
父
母
）
が
農
業
共
済

事
業
ま
た
は
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る

・
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る

 

応
募
方
法

①
ハ
ガ
キ
（
〒
010

－

0001�

秋
田
市
中
通
３

－

４

－

50
）ま

た
は
②
メ
ー
ル
（shinbun05@

nosaiakita.
or.jp

）
に
て
、
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田　
企
画
広

報
課
」
宛
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・
郵
便
番
号
と
住
所

・
電
話
番
号

・
表
紙
に
写
り
た
い
お
子
さ
ま
の
名
前
と
年
齢

・�

お
子
さ
ま
の
父
母
（
祖
父
母
）
の
名
前
と
年
齢

を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

選
定
方
法

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
地
域
の
バ
ラ
ン

ス
等
を
考
慮
し
て
選
定
し
ま
す
。
お
願
い
す
る
際

は
、
組
合
か
ら
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

応
募
締
切

　
令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）

男鹿市五里合中石の

伊藤　寧
ね

音
ね

 さん（11）

伊藤　愛
お

海
み

 くん（4）
　（伊藤大輔、梨恵夫妻の
　　　　　　　　長女・長男）

表
紙
を

表
紙
を
飾飾
っっ
て
み
ま
せ
ん
か
？

て
み
ま
せ
ん
か
？
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

1
2022
vol.10

隠家あわい
店主　冨岡 　誠 さん

　伝統野菜や旬の食材を使っ
た料理を提供する小料理店
「隠家あわい」店主。「あき
た郷土作物研究会」会員

〒010–0967
秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251
営業時間
　17：30～22：30
　※昼は要予約
定休日
　日曜日

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

ミロックス新国道店●

●秋田中央郵便局

●

●隠家あわい

監
修

松館しぼり大根
　鹿角市八幡平の松館
地区で栽培されている
辛味ダイコン。おろし
たものを直接食べるこ
ともできますが、地元
では絞り汁を口にする
のが一般的です。

牛すじ煮込み辛味乗せ
 材料
牛すじ肉500g、タマネギ１個、生姜
１片、ニンニク１片、焼酎300ml、
ローリエ１枚、黒胡椒（粒）小さじ１、
万能ネギ少々、醤油適量、松館しぼり
大根お好みの量

 つくり方
①�牛すじをボウルに入れ、ぬるま湯を
かけながらもむようにして洗う。沸
かした湯で3分ほど茹でてお湯を捨
て、さらにぬるま湯で洗う
②�鍋にスライスした玉ねぎ、叩き潰し
た生姜とニンニク、下処理した牛す
じ、ローリエ、黒胡椒を入れる
③�焼酎をひたひたになるくらいに注ぎ
入れ、落とし蓋をして火にかけ、沸
騰したら弱火でコトコト2時間を目
処に煮込む。水気がなくなってきた
ら焦げないよう適宜水を足す
④�器に盛った牛すじ煮込みに、おろし
た松館しぼり大根をたっぷりと乗
せ、きざんだ万能ネギをちらして醤
油をかけて完成

 材料
松館しぼり大根
塩、黒胡椒、鰹節粉、サラダ油　各適量

 つくり方
①�松館しぼり大根の皮を残したまま
5mm角に細長く切る
②�200℃に熱したサラダ油で１分30
秒ほど表面が色づく程度揚げる
③�塩、黒胡椒、鰹節粉をまぶして完
成。熱々のまま食べる

松館フライド大根

お造りの薬味として

 材料
三関セリ、山内人参、トンブリ、松館
しぼり大根　各適量
調味料小鉢で２人前分
（ごま油小さじ１、塩小さじ１、醤油
少々、おろし生姜少々）

 つくり方
①�三関セリはさっと茹でて冷水にと
り、水気をしぼって3cm位の長さ
に切る。山内人参は長さ3cm位の
千切りにして、さっと茹でて冷水に
とる
②�松館しぼり大根をおろし金でおろ
し、三関セリ、山内人参、トンブ
リ、調味料をボウルで合わせ、最後
におろした松館しぼり大根をさっく
りと合わせて完成

鮫皮おろしなどのできるだけ細かいお
ろし器でおろすと、薬味としてワサビ
とはまた違った辛味を楽しめます♪

伝統野菜しぼり大根和え

■14頁に関連記事

伝統野菜
をおいしく

あ き た の そ
の
九
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